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令和から始めよう !�
全国児童相談所に働く�
保健師のつどい
日時：8 月17 日（土）11：30～16：00
会場：静岡県男女共同参画センター
あざれあ（静岡県静岡市）
プログラム：ランチョン交流会／

「子ども虐待に対する児相保健師の
活動調査」杉山眞澄（静岡県立大学
看護学部准教授）／講演「児童相談
所に働く保健師に期待すること」中
板育美（武蔵野大学看護学研究科教
授）／意見交換会
参加費等：無料（昼食代 1100 円）
定員：60 名（事前申込制）
申込締切：8 月 8 日（木）
申し込み・問い合わせ先：静岡県立
大学看護学部　杉山研究室
☎ 054-202-2664
FAX 054-202-2664

日本家族計画協会主催� �
指導者向けセミナー・研修会
切れ目のない妊娠・�
出産・育児支援のための�
セミナー─周産期の�
メンタルヘルスから�
児童虐待防止につなげる
第 2回（大阪）
日時：8 月 24 日（土）
会場：エル・おおさか（大阪市中央
区）
受付締切：8 月 19 日（月）

第 3回（広島）
日時：9 月 28 日（土）
会場：カンファレンス 21（広島市
中区）
受付締切：9 月 19 日（木）

【以下共通】
プログラム：「健やか親子 21（第 2

次）『妊娠期からの児童虐待防止対
策』とは」山縣然太朗（山梨大学大
学院社会医学教授）／「周産期メン
タルヘルス─ハイリスク妊婦への対
応」鈴木利人（順天堂大学大学院精
神・行動科学教授）／「児童虐待と
他機関連携」仙田昌義（総合病院国
保旭中央病院小児科部長）
対象：切れ目のない支援に関わるす
べての人（保健師，助産師，医師，
ソーシャルワーカー，保育士，行政
の子育て世代包括支援センター担当
者など）
受講料：1 万 5000 円（税別）
定員：100 名
申込方法：下記 URL から
問い合わせ先：日本家族計画協会研
修担当
〒 162-0843　東京都新宿区市谷田
町 1-10　保健会館新館
☎ 03-3269-4785
FAX 03-3267-2658
URL www.jfpa.or.jp/seminar

千葉看護学会�
第 25回学術集会
日時：9 月 7 日（土）
会場：千葉大学亥鼻キャンパス（千
葉市中央区）
テーマ：看護実践を変えるデザイン
力─アクションとしての研究を考え
る
プログラム：会長講演「看護実践を
変えるデザイン力─アクションとし
ての研究を考える」黒田久美子（千
葉大学）／教育講演「在地の自覚─
実践と研究の区分をこえて」安藤和
雄（京都大学東南アジア地域研究研
究所）／シンポジウム「看護実践の
変革を目指した研究的チャレンジ─
求められるデザイン力」鳥田美紀代

（ 東 邦 大 学 ）， 夏 井 演（ 千 葉 市 役

所），大湾明美（沖縄県立看護大学）
／一般演題（口演発表・示説発表）
／交流集会
参加費：［8月1日（木）まで］会
員 5000 円，非会員 6000 円，
［当日］会員 7000 円，非会員 8000
円，大学院生を除く学生 1000 円
申し込み・問い合わせ先：学術集会
事務局（千葉大学大学院看護学研究
科内，担当：飯野理恵）
〒 260-8672　千葉県千葉市中央区
亥鼻 1-8-1
FAX 043-226-2463

cans25-gakkai@umin.ac.jp
URL www.cans-net.jp/society/25

日本国際看護学会�
2019 年度東日本研修会
日時：9 月15 日（日）9：30～12：30
会場：横浜市社会福祉センター（横
浜市中区）
内容：講演「国際看護学の効果的な
授業について考えよう」近藤暁子

（東京医科歯科大学大学院保健衛生
学研究科教授）／グループワーク
参加費： 会 員 3000 円， 非 会 員
5000 円，学生会員 1000 円，学生
非会員 2000 円
申込方法：下記 URL 登録フォーム
から
定員：24 名
申込・振込期限：9 月 6 日（金）
問い合わせ先：日本国際看護学会内

（担当：大植）
URL www.jsin.jp/kousyuukai.html

第 15回�
日本乳がん看護研究会
日時：10 月 12 日（土）
会場：城山ホテル鹿児島（鹿児島県
鹿児島市）
テーマ：アドバンス・ケア・プラン
ニング
プログラム：教育講演 1「ACP を
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推進するための臨床倫理の基礎」板
井孝壱郎（宮崎大学医学部生命・医
療倫理学教授）／ 2「ACP を実践
するためのアセスメント」山本瀬奈

（相良病院臨床研究センター緩和ケ
ア支援センター）／指定演題「アド
バンス・ケア・プランニング」／ケー
スカンファレンス「ACP に困難を
感じた事例の検討」／ミニセミナー
定員（予定）：300 人（先着順）
参加費：［事前参加登録］会員 4000
円，非会員 5000 円，［当日参加登録］
会員 5000 円，非会員 6000 円
参加登録締切：9 月 21 日（土）
事前参加登録方法：下記 URL 登録
フォームから
URL www.jabcn.jp/activity/index.html
問い合わせ先：第 15 回日本乳がん
看護研究会事務局

info@jabcn.jp

埼玉県立大学�
研究開発センター�
シンポジウム 2019
日時：10 月 17 日（ 木 ）13：30～
17：00
会場：埼玉県立大学講堂（埼玉県越
谷市）
テーマ：介護人材の確保・育成に向
けた諸課題と対応策
プログラム：基調講演「介護人材の
需給ギャップ解消に向けた国の施策
動向」伊原和人（厚生労働省大臣官
房審議官）／シンポジウム「介護人
材の確保・育成と需給ギャップ解消
に向けて」金子直史（埼玉県福祉部
高齢者福祉課課長），山田尋志（地
域密着型総合ケアセンターきたおお
じ代表），田口孝行（埼玉県立大学
保健医療福祉学部理学療法学科教
授），羽田野政治（認知症高齢者研
究所代表理事）／パネルディスカッ
ション
参加費：無料

定員：400 名
申込方法：お申込みフォーム（busi 
ness.form-mailer. jp/fms/2566 
3546103391）または，氏名，連
絡先（mail，TEL，FAX），所属，職
種を明記の上メール，または FAX
にて。
問い合わせ先：埼玉県立大学研究開
発センター

Research_c@spu.ac.jp
FAX 048-973-4362

第 1回災害保健研修会
災害時に保健従事者に� �
求められる活動と� �
災害に備えた平常時の活動
研修期間：10 月 18 日（金）～19 日

（土）
会場：自治医科大学地域医療情報研
修センター（栃木県下野市），他
狙い：日頃から地域住民の防災力を
高める活動とともに，保健従事者の
対応力を高めるための研修等の教育
的活動も重要である。講義と演習を
通して，災害時に求められる保健従
事者の役割を考えるとともに，平常
時から行うべき活動を理解する。
内容：災害時に求められる保健活動

（講義）／防災ゲームをとおして災
害時の倫理を考える（演習）／発災
時の避難所運営を体験しよう（演
習）／災害時の保健活動の実際（講
義）／災害発生に備えた平常時の取
り組み（講義，演習）
対象：保健従事者（各地域の保健事
業に従事する医療職，看護職，事務
職等）
定員：20 名
受講料：1 万 8000 円
申込期限：9 月 18 日（水）
申込方法：受講申込書（下記 URL
参照）に記入の上，郵送。
申し込み・問い合わせ先：地域社会
振興財団事務局研修課

〒 329-0498　栃木県下野市薬師
寺 3311-160
☎ 0285-58-7436
FAX 0285-44-7839

fdc@jichi.ac.jp
URL www.zcssz.or.jp

第 21回�
看護国際フォーラム
日時：10 月 26 日（土）
会場：別府ビーコンプラザ（大分県
別府市）
テーマ：のぞむ最期を支えるケア─
ア ド バ ン ス ケ ア プ ラ ン ニ ン グ

（ACP）について考える
募集人員：300 名
プログラム：「ACP（人生会議）の
普及・啓発」寺嶋吉保（JA 徳島厚
生連阿南医療センター病院長補佐）
／「韓国におけるアドバンスケアプ
ランニングと看護師に求められるエ
ンドオブライフケア能力」タク・
H・ソンヒ（ソウル国立大学校教
授）／講演「米国における ACP の
取組みと課題」和泉成子（オレゴン
健康科学大学准教授）／総合討論
参加費：一般 2000 円，学生 500 円
参加申込： 下 記 URL の 参 加 登 録
フォームから。往復はがきの場合は
必要事項を記入の上，下記へ送付。
申し込み・問い合わせ先：看護国際
フォーラム事務局
〒 870-1201　大分県大分市大字
廻栖野 2944-9　大分県立看護科学
大学内
申込締め切り：10 月 11 日（金）
URL www.oita-nhs.ac.jp
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